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は
じ
め
に

　

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
、
長
野
県
小
縣
（
ち
い
さ
が
た
）
郡
丸
子

学
校
校
長
・
柴
崎
虎
五
郎
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た「
長
野
縣
方
言
對
照
表
」（
架

蔵
・
以
下
「
表
」
と
略
記
）
の
語
彙
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
管
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
野
県
方
言
研
究
史
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
、
資
料
の
紹
介
（
翻
刻
・
後
掲
）

を
行
な
っ
た
の
ち
、
語
彙
の
検
討
に
移
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
柴
崎
虎
五
郎
の
生
涯
と
業
績

　

ま
ず
、「
表
」
の
作
成
者
・
柴
崎
虎
五
郎
に
つ
い
て
、『
長
野
県
歴
史
人
物

大
事
典
』（
郷
土
出
版
社　

平
成
二
年
七
月
）
の
記
述
を
次
に
引
用
す
る
。

　
　

柴
崎
虎
五
郎　

し
ば
ざ
き
・
と
ら
ご
ろ
う

　
　
　

教
育
者
、
実
業
教
育
実
践
者
。
一
八
六
〇
（
万
延
一
）
～
一
九
二
六

　
　

年
（
大
正
一
五
）。
小
県
郡
殿
城
村
（
現
上
田
市
）
に
生
ま
れ
る
。
長

野
県
師
範
学
校
第
一
期
（
一
八
七
七
）、第
二
期
、第
三
期
（
一
八
八
〇
）

を
卒
業
、
そ
の
間
殿
城
村
修
道
学
校
に
勤
務
、
一
八
八
一
年
（
明
治

一
四
）
か
ら
訓
導
と
し
て
丸
子
学
校
（
旧
整
信
学
校
）
に
勤
め
、
校
長

に
就
任
、
そ
の
間
、
小
県
高
等
小
学
校
訓
導
を
兼
任
し
て
い
る
。
農
村

の
副
業
と
し
て
機
業
染
色
の
普
及
を
思
い
立
っ
た
柴
崎
は
、
丸
子
町
で

桐
生
足
利
か
ら
講
師
を
招
い
て
女
子
青
年
に
講
習
を
行
い
、
隣
村
の
武

石
尋
常
高
等
小
学
校
長
保
科
百
助
（
五
無
斎
）
が
こ
れ
に
共
鳴
し
、
し

だ
い
に
郡
下
に
広
ま
っ
た
。
上
水
内
郡
大
豆
島
尋
常
高
等
小
学
校
長
に

転
任
し
た
保
科
と
と
も
に
信
濃
教
育
会
に
提
言
し
て
、
全
県
下
に
機
業

染
色
を
普
及
す
る
た
め
に
指
導
者
講
習
会
の
開
設
を
働
き
か
け
た
。
機

「
長
野
縣
方
言
對
照
表
」（
明
治
二
二
年
）
と
そ
の
語
彙
に
つ
い
て

大
　
橋
　
敦
　
夫

〈
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文
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業
地
の
群
馬
県
桐
生
、
栃
木
県
足
利
を
視
察
し
、
東
京
工
業
学
校
を
訪

問
し
て
講
師
の
交
渉
と
講
習
用
具
の
調
達
に
当
た
っ
た
。
信
濃
教
育

会
の
機
業
染
色
講
習
は
、
二
回
（
一
八
九
九
～
一
九
〇
〇
）
長
野
市

で
開
催
さ
れ
、
県
下
各
郡
で
も
伝
達
講
習
が
行
わ
れ
た
。
受
講
者
は

二
八
六
四
人
、
備
付
器
具
は
三
六
九
台
に
達
し
、
補
習
科
に
機
業
と
染

色
の
二
科
目
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
伊
那
郡
赤
穂
尋
常
高

等
小
学
校
長
に
転
任
し
、
福
沢
泰
江
村
長
と
協
力
し
て
赤
穂
農
工
補

修
学
校
、
赤
穂
染
織
学
校
（
現
赤
穂
高
等
学
校
）
を
創
設
し
て
い
る
。

〇
五
年
退
職
後
、
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
小
学
校
に
勤
め
、

一
一
年
帰
国
し
、
丸
子
町
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　

実
学
教
育
を
通
じ
て
地
域
の
教
育
・
産
業
の
基
礎
を
作
り
、
さ
ら
に
は
、

町
政
に
携
わ
り
、
そ
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
覚
者
で
あ
る
（
１
）。「
表
」
を

作
成
し
た
丸
子
学
校
長
時
代
の
教
育
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
指

的
さ
れ
て
い
る
（『
丸
子
町
誌
』
一
九
九
二
年　

一
五
八
～
一
五
九
頁
）。

　
　

　
　

１
．
児
童
の
実
生
活
を
た
だ
す
民
主
的
な
学
級
経
営
の
芽
生
え

　
　
　

①
挙
手
の
法
を
取
り
入
れ
る

　
　
　

②
問
答
に
よ
る
校
訓
の
習
慣
化
（
わ
か
り
易
い
具
体
的
な
言
葉
）

　
　
　

③
教
室
日
記
簿
（
現
在
の
学
級
日
記
）

　
　

２
．
教
授
法
の
く
ふ
う

　
　
　

①　

修
身
科
―
模
範
人
物
を
選
定
し
て
、
そ
の
人
物
の
一
生
を
具

体
的
に
教
え
た

　
　
　

②　

国
語
科
「
読
書
」
―
漢
字
と
仮
名
を
交
互
に
印
刷
し
て
練
習

　
　
　

③　

国
語
科
「
綴
方
」
―
模
範
文
の
朗
読
、
作
文
掛
図
の
製
作
、
方

言
集
の
印
刷
（
２
）、

　
　
　

④　

国
語
科
「
習
字
」
―
自
分
の
姓
名
・
家
族
の
名
前
・
地
域
の
具

体
的
な
名
称
な
ど
を
習
う

　
　
　

⑤　

歴
史
科
―
郷
土
の
人
物
に
学
ぶ

　
　
　

⑥　

理
科
―
実
験
観
察
を
綿
密
に
行
う

　
　
　

⑦　

地
理
―
小
県
郡
高
低
地
図
を
作
ろ
う
と
し
た

　
　
　

⑧　

図
画
科
―
地
元
の
画
家
土
屋
泉
石
を
講
師
と
し
て
、
毎
月
一

回
、
毛
筆
画
の
講
習
。

　

子
ど
も
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
も
の
、
地
域
の
歴
史
・
文
物
を
最
大
限
に

活
用
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
も
と
に
、

「
表
」
も
企
画
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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二
、
資
料
の
紹
介

　

最
初
に
、「
表
」
の
書
誌
的
事
項
を
記
す
。

　
　

和
紙
・
両
面
刷
り
。

　
　
　

大
き
さ
：
一
六
・
二
×
三
六
・
二
㎝
（
縦
×
横
）

　
　
　

構
成
：
縦
書
き
。
表
は
、三
段
構
成
で
、「
言
葉
・
小
縣
郡
（
丸
子
學
校
・

　
　
　

丸
子
村
）・　

郡　

學　
　

村
」
の
枠
取
り
。
三
段
目
は
、
記
入
欄
。

　
　
　

配
列
：〔
表
面
〕
人
体
名
称
一
一
語
・
動
物
名
称
一
九
語
・
植
物
名
称

　
　
　
　
　

一
三
語
・
物
品
名
称
一
八
語

　
　
　
　
　
　
〔
裏
面
〕
雑
言
四
六
語
・
区
別
な
き
音
の
記
入
欄
・（
趣
意
書
）

　
　
　

＊
架
蔵
の
も
の
に
は
、
両
面
に
わ
た
っ
て
（
す
べ
て
で
は
な
い
が
）

記
入
欄
に
書
き
込
み
が
あ
る
。
記
入
者
の
詳
細（
特
に
語
の
採
集
地
）

が
わ
か
ら
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

具
体
的
な
語
彙
（
翻
刻
・
後
掲
）
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
ま
わ
し
、

「
表
」
裏
面
の
末
尾
に
あ
る
「
趣
意
書
」（
仮
称
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

茲
に
集
め
た
る
俗
言
及
方
言
は
山
間
僻
地
の
無
學
者
流
が
多
く
稱
ふ
る

言
葉
に
て
上
等
社
會
の
用
ふ
る
も
の
に
あ
ら
さ
る
な
り
今
や
児
童
乃
交

際
頻
繁
に
し
て
言
語
益
疎
漏
に
流
る
る
の
傾
向
な
り
故
に
其
大
略
を
集

め
吾
が
信
愛
す
る
仝
窓
諸
君
の
賛
助
を
得
て
縣
下
乃
言
語
を
對
照
し
前

陳
乃
憂
を
防
が
ん
と
す
乞
ふ
記
入
の
勞
を
惜
む
な
く
ん
ば
幸
甚

　
　
　

記
し
置
き
た
る
假
名
は
正
し
き
も
の
に
あ
ら
す
故
に
記
入
せ
ら
る
る

諸
君
も
發
音
乃
ま
ま
を
記
し
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
不
日
印
刷
の
際
大

家
の
閲
を
乞
ふ
精
神
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
縣
小
縣
郡
丸
子
學
校

　
　

明
治
二
二
年
十
一
月
十
六
日　
　
　

柴　

崎　

虎　

五　

郎

　

明
治
前
半
期
に
あ
っ
て
、後
半
の
国
語
教
育
の
状
況
（
標
準
語
励
行
運
動
・

方
言
撲
滅
）
を
先
取
り
す
る
面
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
、
広
く
長
野
県

内
の
実
態
を
つ
か
む
た
め
に
、
同
窓
生
へ
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

柴
崎
の
も
と
に
、
記
入
済
み
の
「
表
」
が
ど
れ
だ
け
集
ま
っ
た
の
か
。
そ

し
て
、
実
際
に
「
大
家
の
閲
を
乞
ふ
」
て
、「
印
刷
」
が
実
現
で
き
た
の
か
、

興
味
が
わ
く
（
後
述
・
四
章
に
続
く
）。

三
、
語
彙
の
検
討

　

ま
ず
、
共
通
語
形
（
「
表
」
で
は
、「
言
葉
」）
と
俚
言
・
訛
語
（
同
「
俗

言
及
方
言
」）
と
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

　
　

□　

人
体
名
称
…
…
ほ
ぞ
～
へ
そ
・
の
ん
ど
～
の
ど

　
　

□　

物
品
名
称
…
…
あ
ん
ど
う
～
あ
ん
ど
ん
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□　

雑
言
…
…
あ
り
く
～
あ
る
く
・
な
ぎ
る
～
な
ぐ
る
・
い
ま
そ
っ
と

～
も
っ
と

　

次
に
、
古
語
と
の
対
比
に
な
っ
て
い
る
組
み
合
わ
せ
が
混
じ
っ
て
い
る
。

　
　

□　

動
物
名
称
…
…
け
も
の
～
け
だ
も
の

　
　

□　

雑
言
…
…
あ
し
こ
～
あ
す
こ

　

こ
の
ほ
か
、
へ
び
（
動
物
名
称
）
は
、
同
形
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
難
点
も
あ
る
が
、「
俗
言
及
方
言
」に
挙
げ
ら
れ
た
例
語
は
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
な
っ
て
、
当
地
の
往
時
の
語
形
・
発
音
の
一
端
を
伝
え

て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

個
々
の
語
詞
で
は
、「
い
も
」
に
対
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
ま
る
い
も
・
上

州
い
も
」
が
興
味
深
い
。
丸
子
を
含
む
東
信
で
は
、サ
ト
イ
モ
を
意
味
す
る
。

中
信
の
東
筑
摩
郡
で
は
、「
ま
る
い
も
」
と
言
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と

で
あ
る
。

四
、
今
後
の
課
題

　

柴
崎
の
方
言
研
究
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
言
葉
が
記
録
さ
れ
て
い
る

（『
丸
子
中
央
小
学
校
百
年
史
』
一
九
七
三
年　

二
五
〇
頁
）。

　
　
　

方
言　

各
地
皆
方
言
あ
り
然
共
教
育
の
進
歩
に
伴
ひ
漸
次
改
良
せ
ら

る
る
は
し
ぜ
ん
の
勢
な
り
余
は
明
治
二
十
一
年
五
月
七
日
丸
子
地
方
の

方
言
を
集
め
て
之
を
印
刷
に
附
し
た
る
は
抑
も
県
下
方
言
印
刷
の
始
め

な
ら
ん
又
自
費
を
以
て
印
刷
し
た
る
も
の
の
始
と
す
其
後
二
次
の
印
刷

品
を
配
附
し
て
県
下
各
郡
の
有
志
に
記
入
を
乞
ひ
更
に
三
次
の
印
刷
を

為
さ
ん
と
す
る
に
当
り
如
此
き
事
業
は
軽
率
す
へ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る

を
信
じ
終
生
の
事
業
と
定
め
各
地
よ
り
寄
贈
の
方
言
は
一
表
に
製
し
て

之
を
筺
底
に
蔵
し
置
き
た
る
を
以
て
他
日
の
大
成
を
期
せ
ん
と
す
其
後

二
四
年
七
月
知
事
よ
り
方
言
調
査
を
差
出
す
べ
き
の
命
あ
り
依
て
直
に

進
呈
せ
り

　

こ
の
記
述
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

①　
「
丸
子
地
方
の
方
言
」（
仮
称
・
明
治
二
一
年
五
月
七
日
）
の
印
刷

（
一
次
印
刷
）
を
し
た
。

　
　

②　

続
け
て
、
二
次
印
刷
を
し
て
、
県
下
各
郡
の
有
志
に
記
入
を
乞
う

た
。（
明
治
二
二
年
一
一
月
一
六
日
。
本
稿
の
「
表
」
が
、
こ
れ

に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。）

　
　

③　

さ
ら
に
、
三
次
印
刷
を
計
画
し
た
が
、
軽
率
な
ま
と
め
は
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。
そ
こ
へ
、
明
治
二
四
年
七
月
、
県
知
事
か
ら
の

方
言
調
査
の
命
が
あ
り
、
二
次
印
刷
の
際
に
集
ま
っ
た
方
言
を
ま

と
め
て
お
い
た
も
の
を
提
出
し
た
。
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以
上
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

①　

明
治
二
一
年
五
月
七
日
印
刷
の
「
丸
子
地
方
の
方
言
」
の
現
物
探
査
。

　

②
「
丸
子
地
方
の
方
言
（
一
次
印
刷
）
と
「
表
」（
二
次
印
刷
）
の
異
同

に
つ
い
て
の
調
査
。

　

③　

明
治
二
四
年
の
方
言
調
査
の
現
物
は
、
長
野
県
立
歴
史
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、柴
崎
自
筆
の
「
雑
綴
」
の
中
に
は
、「
郡
的
方
言
」

と
し
て
上
小
（
上
田
・
小
県
）
の
方
言
（
単
語
）
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
（
３
）。

　
　
　

こ
の
両
者
と
、
一
次
印
刷
・
二
次
印
刷
と
の
対
照
が
最
終
課
題
と
な

る
。

　
　
　

な
お
、
明
治
二
四
年
の
方
言
調
査
の
際
に
、
柴
崎
と
同
様
の
例
が
長

野
県
内
に
あ
っ
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
柴
崎
の
調
査
の
最
終
的
な
ま
と
め
と
な
っ
た
「
明
治
二
四
年
の

方
言
調
査
」（
県
知
事
官
房
の
通
牒
に
よ
る
）
の
全
容
に
つ
い
て
も
、
明
ら

か
に
し
た
い
。こ
の
調
査
は
、明
治
一
九
年
に
内
務
省
地
理
局
が
取
調
に
使
っ

た
千
葉
県
安
房
国
の
方
言
を
例
と
し
て
印
刷
配
布
し
、
参
照
さ
せ
て
い
る
。

長
野
県
単
独
の
事
業
な
の
か
、全
国
的
な
動
き
の
も
の
な
の
か
（
と
す
れ
ば
、

そ
の
実
施
状
況
・
調
査
結
果
の
保
存
状
態
は
？
）、
な
ど
、
派
生
す
る
疑
問

も
解
い
て
い
き
た
い
。

【
注
】

１
．
製
糸
会
社
・
依
田
社
を
創
立
（
明
治
二
二
年
）
し
、
丸
子
地
域
を
器
械

製
糸
の
町
に
発
展
さ
せ
た
下
村
亀
三
郎
の
恩
師
は
、
柴
崎
で
あ
り
、
ま

た
下
村
の
助
力
者
で
も
あ
っ
た
。

２
．
こ
の
「
方
言
集
」
は
、
本
稿
の
「
表
」
以
前
の
こ
と
（
明
治
二
一
年
五

月
七
日
・
四
章
参
照
）
と
思
わ
れ
る
。

３
．『
丸
子
中
央
小
学
校
百
年
史
』
一
九
七
三
年　

二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

可
能
な
ら
ば
、本
書
に
紹
介
の「
柴
崎
家
文
書
」を
閲
覧
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・『
丸
子
中
央
小
学
校
百
年
史
』（
丸
子
中
央
小
学
校
百
年
史
刊
行
会
〈
長
野

県
小
県
郡
丸
子
町
丸
子
中
央
小
学
校
内
〉　

昭
和
四
八
年
一
〇
月
）

・『
丸
子
町
誌　

歴
史
編　

下
』（
丸
子
町
発
行　

平
成
四
年
三
月
）

・
中
村
一
雄
『
信
州
近
代
の
教
師
像　

続
』
（
東
京
法
令
出
版　

平
成
七
年

九
月
）
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◆
『
長
野
縣
方
言
對
照
表
』（
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
）
◆

［
言
葉
／
郡
村
］　　
［
小
縣
郡
丸
子
學
校　

丸
子
村
］　
［
郡
／
學
校　

村
］

□
人
体
名
稱　
　
　
　
　
　
　

俗
言
及
方
言

ひ
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
て
く
ち

ほ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
っ
ぺ
た

く
ち
び
る　
　
　
　
　
　
　

く
ち
べ
た

ま
ゆ
げ　
　
　
　
　
　
　
　

ま
え
け

し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
ら

ほ
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
そ

ゆ
び　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
び

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供
に
用
ふ　

あ
ん
ぎ
よ

し
り
の
は
た　
　
　
　
　
　

し
り
っ
ぺ
た

ま
へ
か
み　
　
　
　
　
　
　

め
へ
か
み

の
ん
ど　
　
　
　
　
　
　
　

の
ど

□
動
物
名
稱

ざ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
や
こ

た
ぬ
き　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
き

と
び　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
び

へ
び　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
び

け
も
の　
　
　
　
　
　
　
　

け
だ
も
の

う
ぐ
ひ
す　
　
　
　
　
　
　

お
も
き
す

に
は
と
り　
　
　
　
　
　
　

に
は
っ
と
り

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ー
た
ろ

か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
に

か
ひ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

け
ひ
こ

う
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ま

い
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の

つ
ば
め　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ば
く
ら

か
は
か
ら
す　
　
　
　
　
　

か
ー
か
ら
す

か
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　

げ
へ
ろ

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
み

は
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
ひ

と
ん
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
ぶ

あ
と
さ
り
む
し　
　
　
　
　

へ
こ

□
植
物
名
稱

く
ぬ
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　

く
の
き

さ
さ
げ　
　
　
　
　
　
　
　

さ
さ
ぎ
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た
い
こ
ん　
　
　
　
　
　
　

で
い
こ

に
ん
じ
ん　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
じ
ん

ご
ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
ほ
う

め
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ま
ん
ま

よ
も
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　

も
ぐ
さ

た
ば
こ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ぼ
こ

げ
ん
げ　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
ね
ん
く
さ

も
ろ
こ
し　
　
　
　
　
　
　

と
う
も
ろ
こ
し

じ
や
が
た
ら
い
も　
　
　
　

か
ひ
た
い
も

い
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
る
い
も
○
上
州
い
も

す
り
い
も　
　
　
　
　
　
　

ば
か
い
も

□
物
品
名
稱

さ
み
せ
ん　
　
　
　
　
　
　

し
や
み
せ
ん

ふ
ん
こ　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ん
こ
う

か
ま
ど　
　
　
　
　
　
　
　

へ
っ
つ
い

け
ん
く
わ
ん　
　
　
　
　
　

け
ん
く
わ

ひ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ぼ

ひ
と
す
ぢ　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
ひ
づ

て
ぬ
ぐ
ひ　
　
　
　
　
　
　

て
の
げ
ひ

か
ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
き

き
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　

き
せ
ろ

さ
い
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

せ
い
ふ

た
ら
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
ひ

ゆ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
み

ひ
ば
し　
　
　
　
　
　
　
　

し
ば
し

う
こ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
ん

ざ
う
り　
　
　
　
　
　
　
　

じ
よ
う
り

も
と
ゆ
ひ　
　
　
　
　
　
　

も
て
ひ

あ
ん
ど
う　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
ど
ん

ぶ
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
て
い

□
雜
言

あ
そ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
ぶ

さ
び
し
ひ　
　
　
　
　
　
　

さ
む
し
ひ

と
く
に　
　
　
　
　
　
　
　

と
っ
く
に

あ
り
く　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
く

を
し
わ
る　
　
　
　
　
　
　

を
さ
る

か
は
ゆ
し　
　
　
　
　
　
　

か
は
い
い

こ
れ
ば
か
り　
　
　
　
　
　

こ
れ
っ
き
り
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お
も
し　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も
て
い

つ
め
た
し　
　
　
　
　
　
　

つ
べ
て
い

う
つ
む
く　
　
　
　
　
　
　

う
っ
つ
む
さ
め

じ
ゆ
つ
な
し　
　
　
　
　
　

せ
つ
ね
い

い
た
た
く　
　
　
　
　
　
　

お
ん
く
れ

の
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
け
る

な
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　

な
ぐ
る

う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
つ

は
た
ら
く　
　
　
　
　
　
　

か
ま
け
る

た
た
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
ら
せ
る
○
ど
う
づ
く

よ
ろ
し
い　
　
　
　
　
　
　

ゆ
る
し
い

あ
た
た
か　
　
　
　
　
　
　

の
く
と
い

お
ほ
き
い　
　
　
　
　
　
　

で
か
い

は
ひ
る　
　
　
　
　
　
　
　

へ
ひ
る

た
い
そ
う　
　
　
　
　
　
　

い
ら
い

で
ま
か
せ　
　
　
　
　
　
　

で
ほ
ー
で
ー

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
い
つ

こ
や
つ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
い
つ

あ
ち
○
こ
ち　
　
　
　
　
　

あ
っ
ち
○
こ
っ
ち

た
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
っ
た

あ
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
ま
り

い
ま
そ
っ
と　
　
　
　
　
　

も
っ
と

あ
し
こ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
こ

あ
れ
ほ
と　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
ほ
と

そ
の
や
う
な　
　
　
　
　
　

そ
ん
な

こ
の
や
う
な　
　
　
　
　
　

こ
ん
な

う
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
な

ご
ち
そ
う　
　
　
　
　
　
　

ご
っ
そ
う

そ
ら
こ
と　
　
　
　
　
　
　

そ
ら
っ
こ
と

う
ら
や
ま
し　
　
　
　
　
　

う
れ
ー
ま
し
ー

お
ど
ろ
く　
　
　
　
　
　
　

お
と
け
る

た
ま
き
る　
　
　
　
　
　
　

た
ま
け
る

た
い
が
へ　
　
　
　
　
　
　

て
い
げ
へ

し
ほ
か
ら　
　
　
　
　
　
　

し
ほ
っ
ぱ
い

こ
れ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
り

い
き
た
わ
し　
　
　
　
　
　

い
き
と
う
し

や
ま
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
べ
わ
る
い

父
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　
　

と
ー
さ
ん　

お
と
っ
さ
ん

人
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　
　
（
生
徒
）
お
い

其
地
に
區
別
な
き
音　
　
　

い
え
ゐ
ゑ
區
別
な
し




